
27 26カレント  2023. 12 カレント  2023. 12••

命
名
さ
れ
、
Ｉ
Ｗ
Ａ
世
界
会
議
と
交
互
に
隔
年
で
開
催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
水

に
関
す
る
産
・
官
・
学
の
専
門
家
が
集
結
し
議
論
を
深
め
る
場
で
あ
る
。
今
回
の
会
議
に
は
36
カ

国
か
ら
約
２
０
０
０
名
が
参
加
し
、
研
究
発
表
会
の
国
別
発
表
数
で
は
全
体
５
０
１
件
中
、
台
湾

が
２
２
０
件
、
日
本
が
１
０
１
件
、
中
国
50
件
、
韓
国
39
件
の
順
で
あ
っ
た
。

*

Ｉ
Ｗ
Ａ
は
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
く
非
営
利
機
関
で
世
界
１
６
５
カ
国
（
Ｉ
Ｗ
Ａ
支

部
１
４
０
）
に
、
約
９
０
０
０
名
の
個
人
会
員
、
約
６
０
０
の
団
体
会
員
（
水
道
事
業
体
、
研

究
機
関
、
水
関
連
企
業
）
を
有
し
て
い
る
。

１
．
開
会
式

　

ト
ム
・
モ
レ
ン
コ
フ
Ｉ
Ｗ
Ａ
会
長
が
演
壇
に
立
ち
、
来
場

者
に
歓
迎
の
意
を
述
べ
た
あ
と
、 Aspire 

の
創
立
と
発
展

拡
大
に
貢
献
し
た
元
Ｉ
Ｗ
Ａ
会
長
で
、
今
年
８
月
に
逝
去
し

た
丹
保
憲
仁
北
大
名
誉
教
授
の
功
績
に
つ
い
て
言
及
「
丹
保

元
Ｉ
Ｗ
Ａ
会
長
は
、
新
た
な
水
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
や

最
新
の
水
技
術
の
研
究
開
発
を
推
進
し
、
社
会
実
装
に
少
し

で
も
近
づ
く
た
め
に
、
大
き
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
我
々
に

与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
」。
さ

ら
に
「
私
た
ち
が
住
む
都
市
は
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
ほ
ど
ハ

　

国
際
水
協
会
（
Ｉ
Ｗ
Ａ
）*

に
よ
る
第
九
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
会
議
（A

spire

）・
展
示
会

が
２
０
２
３
年
10
月
22
日
～
26
日
ま
で
台
湾
・
高
雄
市
で
開
催
さ
れ
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
向
け
た
統
合
的
な
水
資
源
管
理
・O

ne W
ater for Sm

art Cities

」
で
約
５

０
０
件
の
口
頭
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
や
76
団
体
に
よ
る
展
示
・
基
調
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
展

開
さ
れ
た
。“O

ne W
ater

”
の
概
念
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
の
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
セ
ス
で
管
理
さ

れ
て
き
た
水
資
源
（
河
川
水
、
地
下
水
、
雨
水
、
排
水
な
ど
）
を
一
つ
の
水
資
源
と
見
な
し
、
新

た
な
概
念
で
、「
持
続
可
能
な
水
利
用
を
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
適
応
さ
せ
る
」
考
え
方
で
あ
る
。

　

こ
の
会
議
は
、
第
二
代
Ｉ
Ｗ
Ａ
会
長
の
故
丹
保
憲
仁
・
北
大
名
誉
教
授
（
第
15
代
北
大
総
長
）

の
強
い
働
き
か
け
に
よ
り
、
別
々
に
開
催
さ
れ
て
い
た
Ｉ
Ｗ
Ｓ
Ａ
（
国
際
水
道
協
会
）
と
Ｉ
Ａ
Ｗ

Ｑ
（
国
際
水
環
境
協
会
）
が
合
併
（
１
９
９
９
年
８
月
）
し
、
新
し
く IW

A
-A
spire 

会
議
と
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国
際
水
協
会・ア
ジ
ア
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平
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議
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吉よ
し

村む
ら

　
和か

ず

就な
り

（
グ
ロ
ー
バル
ウ
ォ
ー
タ・ジ
ャ
パン 

代
表

国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構・技
術
普
及
委
員
長

日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム 

理
事

）

IWA-Aspire　開会式
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中
か
ら
台
湾
の
半
導
体
製
品
の
購
入
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
が
、
台
湾
は
、
そ
の
要
求
に
応
え
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
台
湾
に
は
毎
年
複
数
の
台
風
が
上
陸
し
て
い
る
が
、
２
０
２
０
年
に

は
台
風
が
一
つ
も
上
陸
せ
ず
、
台
湾
南
部
の
貯
水
池
で
は
貯
水
率
が
20
％
を
下
回
る
ほ
ど
水
不
足

が
深
刻
に
な
り
、
半
導
体
工
場
の
稼
働
率
が
低
下
し
た
。

　

今
年
も
干
ば
つ
傾
向
に
あ
る
が
、
台
湾
経
済
を
支
え
る
半
導
体
産
業
向
け
に
豊
富
な
水
資
源
を

用
意
す
る
こ
と
は
、
経
済
部
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
私
は
豊
富
な
水
資
源
供
給
の
た
め
に
特
別

チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。
今
回
の
会
議
を
通
じ
、「
皆
さ
ん
と
革
新
的
な
水
供
給
の
た
め
の
、
経
験
、

知
識
、
技
術
を
共
有
し
、
台
湾
が
誇
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
と
蓄
え
ら
れ
た
デ
ー
タ*

を
基
に
、
台
湾
の

み
な
ら
ず
世
界
に
貢
献
す
る
半
導
体
産
業
向
け
水
供
給
の
在
り

方
を
構
築
し
た
い
」
と
力
強
く
演
説
し
た
。

*

台
湾
の
水
管
理
デ
ー
タ
は
、
経
済
部
水
利
署
が
管
轄
し
て

い
る
。

２
．
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
の
活
躍

　

展
示
会
で
は
、
日
本
水
道
協
会
に
よ
る
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ

オ
ン
」
が
設
置
さ
れ
、
23
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
盛
況
と
な
っ
た
。

「Sustainable D
evelopm

ent w
ith Japan̓

s T
echnology

」

を
テ
ー
マ
に
14
団
体
が
パ
ネ
ル
展
示
や
オ
ー
ラ
ル
ス
ピ
ー
チ
、

イ
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
し
て
い
る
。
今
こ
そ
、
都
市
を
支
え
る
水
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
る
べ
き
で
、
私
た
ち
の
行
く
手
に
は
大
き
な
課
題
と
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

開
催
地
を
代
表
し
、
チ
ェ
ン
・
チ
ー
マ
イ
高
雄
市
長
は
「
水
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
最
新
動

向
を
論
議
す
る
重
要
な
会
議
に
参
加
す
る
多
く
の
専
門
家
、
研
究
者
、
政
策
立
案
者
の
皆
様
を
、

こ
の
高
雄
市
に
お
招
き
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
、
高
雄
市
で
は
気
候
変
動
対
策
と
し
て
、

政
府
と
と
も
に
水
資
源
の
多
様
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
再
生
水
の
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
や
地
下
水
、

伏
流
水
の
活
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　

タ
ン
・
ア
ン
・
ウ
ー
台
湾
内
政
部
事
務
次
官
は
、
台
湾
に

お
け
る
下
水
処
理
場
の
現
状
に
つ
い
て
「
公
共
下
水
道
の
処

理
区
域
は
国
内
の
約
42
％
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
約
70

％
で
、
国
内
81
カ
所
の
下
水
処
理
場
の
う
ち
、
16
カ
所
で
下

水
再
生
水
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
全
国

で
の
下
水
再
生
水
の
製
造
量
は
一
日
当
た
り
１
２
万
３
５
０

０
ト
ン
だ
が
、
16
施
設
が
す
べ
て
完
成
す
れ
ば
62
万
ト
ン
／

日
の
製
造
が
可
能
に
な
る
」
と
言
及
。

　

筆
者
が
最
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
メ
イ
・
フ
ァ
ー
・
ワ

ン
（
王
美
華
）
台
湾
経
済
部
大
臣
の
基
調
講
演
で
あ
る
。

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
の
中
、
世
界
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ビ
デ
オ
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

出
展
団
体
：
東
京
都
水
道
局
、
東
京
都
下
水
道
局
、
東
京
水
道
、
大
成
機
工
、
日
本
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ッ
ク
、
日
本
ニ
ュ
ー
ロ
ン
、
日
本
鋳
鉄
管
、
コ
ス
モ
工
機
、
水
研
、
キ
ッ
ツ
、
栗
本
鐵
工
所
、

日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
日
本
水
道
工
業
団
体
連
合
会
、
日
本
水
道
協
会
の
14
団
体
。

３
．
高
雄
リ
ン
ハ
イ
水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
視
察

　

台
湾
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
下
水
処
理
水
を
工
業
用
水
に
転
換
す
る
水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
を

視
察
。
リ
ン
ハ
イ
地
区
の
工
業
団
地
へ
日
量
３
万

３
千
ト
ン
の
下
水
処
理
再
生
水
を
給
水
し
て
い
る
。

こ
の
処
理
場
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
活
性
汚
泥
処
理

に
Ｍ
Ｂ
Ｒ
（
膜
式
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
）
方
式
を

採
用
、
そ
の
後
、
海
水
淡
水
化
に
用
い
ら
れ
る
Ｒ

Ｏ
膜
（
逆
浸
透
膜
）
を
使
用
し
、
イ
オ
ン
類
ま
で

完
全
に
除
去
し
、
工
業
用
水
化
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
製
造
さ
れ
た
工
業
用
水
は
、
近
隣
の
中
国

製
鉄
（
日
量
２
万
ト
ン
）
や
中
国
石
油
化
学
（
日

量
１
万
ト
ン
）
な
ど
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
将
来

は
下
水
処
理
量
を
10
万
ト
ン
／
日
に
、
再
生
水
供

給
は
６
万
ト
ン
／
日
を
目
指
し
て
い
る
。

　

さ
い
ご
に

　

台
湾
財
政
部
に
よ
る
と
、
台
湾
の
２
０
２
２
年
の
貿
易
額
は
輸
出
が
前
年
比
７
・
４
％
増
の
４

７
９
５
億
ド
ル
、
輸
入
が
11
・
９
％
増
の
４
２
７
６
億
ド
ル
で
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
額
を
更
新

し
て
い
る
。
商
品
別
輸
出
で
は
、
電
子
部
品
、
鉱
産
品
、
情
報
通
信
機
器
が
増
加
し
た
。
こ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
台
湾
経
済
を
支
え
て
い
る
半
導
体
産
業
向
け
の
水
資
源
確
保
が
国
の
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

台
湾
の
展
示
ブ
ー
ス
も
盛
況
で
、
感
動
し
た
の
は
筆
者
の
よ
う
な
日
本
人
が
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄

る
と
、
ま
ず
日
本
語
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶
し
、
そ
れ
か
ら
流
ち
ょ
う
な
英
語
で
説
明
す
る

係
員
が
多
い
こ
と
で
あ
る
、
台
湾
で
は
幼
稚
園
か
ら
英
語
を
学
ん
で
い
る
。

　

台
湾
ブ
ー
ス
で
台
湾
国
立
成
功
大
学
の
陳
緻
紘
博
士
と
会
話
。
台
湾
は
16
カ
所
の
再
生
水
プ
ラ

ン
ト
の
建
設
に
７
３
６
億
元
（
約
３
６
０
０
億
円
）
を
投
資
し
て
い
る
と
説
明
が
あ
り
、
さ
ら
に

陳
博
士
と
の
雑
談
の
中
で
、
陳
博
士
は
、
台
湾
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
の
土
台
は
、
日
本
が
台
湾

を
統
治
し
た
時
代
に
「
道
路
、
水
道
や
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
、
学
校
教
育
、
衛
生
教
育
の
徹

底
な
ど
」
を
強
力
に
推
進
し
た
お
蔭
で
あ
る
、
と
明
確
な
正
し
い
歴
史
認
識
を
語
っ
て
く
れ
た
。

日
本
人
と
し
て
嬉
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

　
　

※
本
稿
は
著
者
の
寄
稿
「
下
水
道
情
報
」（
令
和
５
年
11
月
14
日
発
行
）
に
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
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